学習者経験モデルに基づく企業内技術者教育プログラム設計方法に関する研究 by 川野 篤子
 
 




学位記番号 理博甲第 8号 
 





審査委員      
 
主査 (教授) 野呂 昌満 
 (教授) 沢田 篤史 
 (教授) 青山 幹雄 
 (教授) 佐伯 元司 
   





























用したものである．LX を評価する方法として UX の評価方法の一つである CJM(Customer 






 本論文は 10 章から構成されている． 




育プログラム開発方法とその適用評価が第 5 章から第 7 章で述べられている． 




Learner eXperience)とその評価方法として LJM(Learner Journey Map)とその評価尺度を提案
している． 
 第 6 章では提案方法を企業内ソフトウェア技術者に対する 9 ヶ月間のソフトウェア工
学教育へ適用した結果を示している．  



















(UX: User eXperience)の概念を応用して，学習者経験(LX: Learner eXperience)という新たな概
念を提案している．これにより学習者の視点から教育プログラムを評価する課題は LX を
評価する課題へ還元される．LX を評価する方法として，CJM(Customer Journey Map)を応用
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